


















各 論 

   ○ また，県内高校からの医学部入学者数は，年度により差があるものの，過去 10 年間の平

均で約 147 人となっており，本県の医師数を増やし，定着率をより高めるためには，県内

高校生の医学部進学率を高めていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対策 

○ 県内高校生の医学への興味と本県の医療状況への理解を深めるとともに，県立高等学校

等において医学コースを設置し，県内高校生の医学部進学希望者を支援することにより，合

格者数の増加を図ります。 

 

 ア 県立高等学校等における医学コース設置 

  ・県立高校等に医学コースを設置し、医師を志す若者の医学部進学の夢を応援し，将来の茨

城の医療を担う医師養成を図ります。 
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各 論 

   イ 医学部進学者向け教育ローン利子補給 

・金融機関から医学部進学のための教育資金の融資を受けた者に対して，当該金融機関から

の融資に係る利子を補給し，県内高等学校等から医学部へ進学する者の保護者の経済的

な負担を軽減することにより，より多くの県内高校生が医学部に進学できるよう支援し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 医師の県内中・高校への訪問 

  ・筑波大学の医師や県地域医療支援センターのキャリアコーディネーター・教育インストラ

クターが県内高等学校等に赴き，講演やグループディスカッションを通じて高校生の医

学への興味と本県の地域医療への理解を深めるとともに，高校生や保護者に対し，修学資

金制度や医学部進学者向け教育ローン利子補給などの各種支援制度の周知を図ります。 

  

 エ 地域枠説明会の開催 

  ・医学部進学を希望する受験生・保護者を対象とし，地域枠を設置する大学による説明会を

開催することにより，制度の理解を深めるとともに，将来，県内で医師の業務に従事する

ことへの意欲の向上を図ります。 
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各 論 

２ 医学生 

 

（１）現状と課題 

 

① 医学部の入学定員 

○ 国では，2008 年度（平成 20 年度）以降，医学部の入学定員を増員しており，2019 年度

（令和元年度）の全国の入学定員は 9,420 人となっています。 

○ 入学定員の増員は，主に地域の医師確保の観点から臨時的に行われたものであり，大学へ

の地域枠（地域医療に従事する医師を養成することを主たる目的とした学生を選抜する枠）

の設置を要件としています。 

○ なお，2020 年度・2021 年度については，2019 年度の医学部定員を超えない範囲で，そ

の必要性を慎重に精査しつつ，暫定的に現状の医学部定員を概ね維持することとされてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本県では，唯一の医育機関である筑波大学医学部の入学定員が 140 人（内地域枠 36 人）

であり，人口 100 万人当たりの医学部定員数は 48.4 人で全国第 41 位と下位にあります。 
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各 論 

○ 現在の国の方針では，医科大学の新設は認められておらず，また，長期的には全国で医

師の供給が需要を上回ると推計されていることから，臨時定員による増員についても，2022

年度以降は，医師偏在対策や医師の働き方改革等の効果を踏まえ，改めて国において議論

されることとなっています。 

○ このため，都道府県は，国の医師需給推計から算定される都道府県及び二次医療圏ごと

の将来の時点における医師の必要数，供給数及び不足数・過剰数に基づき，必要に応じて

地域枠等の設置や増員により，医師の養成と確保さらには県内定着を図っていくこととさ

れています。 

 

② 地域枠制度 

 

ア 制度の概要 

    ○ 地域枠制度は，各都道府県が大学の入学定員に地域枠を設置し，この地域枠により入

学・卒業した医師に対して，修学資金を貸与し，都道府県内の特定の地域における診療義

務を返還免除の条件とするなどして，地域医療を担う医師を養成することを目的とした

制度です。 

    ○ 国の調査における大学卒業者の定着状況によると，地域枠の入学者と地域枠以外の入

学者でかつ地元出身者（大学と出身地が同じ都道府県の者）について，臨床研修終了後に

出身大学と同じ都道府県に勤務する割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    ○ このため，地域枠制度は，特定地域における診療義務により，都道府県内における二

次医療圏間の医師の偏在を調整するとともに，臨時定員の増員等と組み合わせた地域枠

については，医師の少ない都道府県において医師を充足させ，都道府県間の医師の偏在

を是正することが期待されています。 
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各 論 

イ 本県の地域枠 

    ○ 本県では，2007 年（平成 19 年）の国の「緊急医師確保対策」等に基づく医学部定員の

臨時定員増が実施されたことにより，2009 年度（平成 21 年度）から筑波大学や県外の大

学への地域枠の設置及び定員の拡大を図っており，2019 年度（令和元年度）は７大学に

合計 53 名の地域枠を設置しています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ○ また，2020 年度（令和２年度）も同様に７大学に合計 53 名の地域枠を設置予定となっ

ており，うち 45 名が，国の「緊急医師確保対策」等に基づく医学部定員の臨時定員増に

より認められた地域枠定員となります。 

＜臨時定員増による地域枠定員＞ 

筑波大学：36 名，東京医科歯科大学：２名，東京医科大学：５名，北里大学：２名 

 

   ウ 国における令和４年度以降の地域枠等の設定方針 

○ 地域枠等の設置にあたっては，国において，医師需給推計に基づき，都道府県ごとの

2036 年時点の必要医師数，不足医師数及び地域枠等の必要数が示され，これを踏まえ，

都道府県は地域医療対策協議会の協議を経た上で，大学医学部に対し，地域枠等の設置・

増員について，要請することとされています。 
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各 論 

■「医師確保計画策定ガイドライン」における将来時点（2036 年）の必要医師数，地域枠・

地元出身者枠の設定の考え方 

 

【定 義】 

必要医師数 

将来時点（2036 年）において全国の医師数が全国の医師需要に一

致する場合の医師偏在指標の値（全国値）と医療圏ごとの医師偏在指

標が等しい値になるために必要となる医師数。 

地域枠 

 都道府県内の特定地域での診療義務があることから，二次医療圏間

の地域偏在を調整する機能があるとともに，（特定の診療科での診療

義務がある場合には）診療科間の偏在を調整する機能がある。 

地元出身者

枠 

 大学の所在地である都道府県内に，長期間にわたり８割程度の定着

が見込まれているが，特定地域等での診療義務があるものではないた

め，直接的には都道府県内における二次医療圏間の偏在調整の機能は

なく，都道府県間の偏在を調整する機能がある。 
 

【地域ごとの必要医師数と供給推計のイメージ】 

 

 

 

【都道府県の要請権限のイメージ】 

 医師が少数の県（本県） 医師が少数の県以外 

医師が少数の二

次医療圏のある

県（本県） 

○地域枠の設置・増員の要請 

○地元出身者枠の設置・増員の

要請 

○地域枠（臨時定員）の設置・増

員の要請 

○地域枠の設置・増員の要請 

×地元出身者枠の設置・増員の要請 

×地域枠（臨時定員）の設置・増員の要

請 

医師が少数の二

次医療圏のない

県 

 ×地域枠の設置・増員の要請 

×地元出身者枠の設置・増員の要請 

×地域枠（臨時定員）の設置・増員の要

請 
 

 

    ○ また，これまで，地域枠学生の選抜は，一般枠と別枠の募集定員を設ける「別枠方式」

もしくは一般枠等と共通で選抜し，事前又は事後に地域枠学生を募集する「手上げ方式」

により実施されていましたが，各方式における地域枠の充足率や離脱率の実績から，最

終的に地域での診療義務を全うする人数において，別枠方式が優位であると推定された

現在医師数 医師供給推計 将来時点 
における 
必要医師数 

性・医籍登録後年数別 

の就業者の増減 

医師偏在指標が全国値と等し
い値になる医師数 

■ギャップ解消の対策 
 ①大学医学部に対する地域枠・ 
地元出身者枠の増員等要請 
 ②医師派遣や定着促進などの 
養成以外の施策での対応 
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